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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 2

■２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 9
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 11

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：東京都港区虎ノ門3丁目18番5号

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：東京都中央区日本橋茅場町2丁目

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

サンスイ・ナビコ
株式会社

国土防災技術
株式会社

１）何について何をする技術なのか？
・フルボ酸と特殊解繊加工した木質繊維を土壌に混合することで保水性・透水性等の物
理性及び化学性を改善する材料。
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
・無機質資材（パーライト等）による土壌の物理性改善
３）公共工事のどこに適用できるのか？
・土の安定化処理
・土の物理性改善
・植生基盤造成

7番1号　2F

営業開発部 03-5623-5554

朝日伸彦

サンスイ・ナビコ株式会社

登録No. 1654
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2016年

□1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

問合せ先

国土防災技術株式会社

緑環境事業部
03-3432-3567

田中賢治

03-3432-3576

03-5623-3600

n-asahi@snse.co.jp

k-t@jce.co.jp

フルボ酸を添加して特殊解繊加工した木質繊維を土壌に混
合することで，保水性及び透水性を改善する材料である。

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 平成30年3月26日

番号：

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 土壌改良材ＤＷファイバー
収受受付年月日

平成30年6月15日
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1-1-1.共通工／土工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-170110-A

活用の効果

無機質資材（パーライト等）による土壌の物理性改善



土壌改良材ＤＷファイバー 登録No. 1654

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 2

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

①ＤＷファイバーを散布
・50m3/100m2のＤＷファイバーを地表面
　に散布する。
②土壌と混合
・掘削深度を50cm，ＤＷファイバーをバ
　ックホウで土壌にすき込む。
③敷均し
・バックホウで敷均す。
④完成

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（土壌改良材　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・本資材は保水性の高いため，雨天時に運搬や土壌との攪拌に難があり，また氷点下時には
固結するため施工が出来なくなることがある。

建設物価平成30年度4月版P426
土壌改良材　その他　中部価格：\20,900
【添付資料①】建設物価（平成30年4月版）.pdf
【添付資料②】積算資料（平成30年6月版）.pdf

（長　所）
・特殊な解繊技術によって解繊化した有機資材に変えたことにより，保水性・透水性が改善
され，品質の向上が図られる。
・製材時に発生する端材（未利用材）を利用するので，環境負荷を低減できる。
・製材時に発生する端材（未利用材）を原料とすることで資材単価が低減でき，経済性の向
上が図られる。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（土壌改良材　　　　　　　　）

【添付資料③】積算単価表.pdf

現場搬入時に搬入数量と品質証明書に基づいて問題が無いことを確認する。
【添付資料④】品質証明書.pdf



登録No. 1654

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 番号

特許番号 特許6322689
実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
証明機関 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 鳥取県認定グリーン商品　第736号

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 2018/3/13

証明機関 証明機関

鳥取県商工労働部産業振興課

証明範囲 証明範囲

農業・緑化財投

一般社団法人有機ＪＡＳ資材評価評議会

有機ＪＡＳ

特になし

ＪＡＳＯＭ－１８０２０３

2018/2/5

本製品は使用用途によって粒径を変えることを検討中。

海岸防災林の盛土材料6試料の内，パーライトでは2試料，ＤＷファイバーでは4試料において透
水性30mm/hr以上とすることができた。

【添付資料⑤】透水性試験結果.pdf

■1.有り（番号:6322689）□2.出願中　□3.出願予定
□4:無し

・本資材と土を十分に攪拌，混合すること。
・雨天時や長雨等により土の含水率が極端に高い状態での施工は避けること。

（適用できる条件）
現場条件：作業スペースとして，バックホウ回転半径として5m×5m=25m2が必要であること。
ストックヤードとして10m3当り4×3=12m2程度が確保できること。
荷姿はフレコン（1m3）となり，荷降ろし・資材運搬が可能であること。

・重金属や汚染物質などを含有していない土であることを事前に調査する。
・混合量については土を事前調査，予備試験を実施し決定する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 土壌改良材ＤＷファイバー

A-3

（適用できない条件）
自然条件：大雨や強風時などの悪天候時には施工は行わないこと。また，氷点下時（０℃以下）
には，資材が凍結するため施工は行わないこと。
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登録No. 1654

実績件数 公共機関： 4 民間：

発　注　者 施工時期
宮城県岩沼市 2016/9/16

～2016/11/20

宮城県岩沼市 2017/9/10
～2017/11/25

福島県相双農林事務所 2017/9/21
～2018/3/9

福島県相双農林事務所 2017/12/27
～2018/3/30

千年希望の丘藤曽根公園整備工事

千年希望の丘藤曽根公園整備工事

林地荒廃防止施設災害復旧（23年
災）2901工事　大洲地区

防災林造成2910工事　原町地区

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 土壌改良材ＤＷファイバー

工　事　名 CORINS登録No.

17-36260-0163

17-36260-0321



登録No. 1654

通常の解繊処理した繊維 特殊処理したＤＷファイバー

製品容姿 運搬荷姿

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 土壌改良材ＤＷファイバー

A-5


